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芦の出演 ヒ'サ◎太田要/ともら○北原十希明/げむりのおい
うてル○田中混

企画・製作・著作○株式会社日本橋丸玉屋

花火撮影・編集◎アクアジオグラフィック株式会社 立体音響録音◎ヤマハ株式会社 CG/VFX◎ 株式会社オムニバス・ジャパン プロデユース◎株式会社マアルト
配給◎株式会社五藤光学研究所 2019年 /25分 ⑥日本橋丸玉屋

松山市総合コミュニティセンタ
‐

上映期間:令和8年 7月 18日 (上)～令和
入場料金 :大人480円 小人240円 (4歳～中!

上映スケジュールはお電話にてお問合せいただくか、コスモシアターホームページでご確認ください。

〒790‐ 0012松山市湊町 7丁目5番地 TEL:089‐ 943‐ 8228休館日 :月 曜日(祝日・夏休みをのぞく)。 年末年始CUヒ5PO
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花火の真下!奇跡の実写映像
全国各地で毎年1,000箇所以上も開催され、述べ7,000万人も
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脇 から、花火師以外は決

とらえた、驚きして入ることので らの視点を

の完全実写映像。風にそつて繊細にた く煙や、立体録音による迫

、誰も体験したことのない
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力満点の打ち上(ザ音響浄楽しめます

花火の特等席へようこそ !

みりょく
その2
花火の「星」

実は、花火の中

血 められ持技と文化、歴史の物語
にも「星」があります。花火玉

亀発暢進案
で

桜昇挫挙否
と金属などの薬品をまぜた小さな丸い粒を、 で

9 呼んでいるのです。熱する元素によって異なる色を示す「炎色反応」を巧みに利用し、「星」の

並べ方やタイミングによつて夜空にさまざまなかたちを描きだす技術。花火をサイエンスやアートの視点か

ら見直してみると、新しい発見に満ちています。さらに、江戸幕府 。徳川家康の時代にまでさかのぼる日本

の花末の歴史。そこには「火薬」をめぐる、大きな転換点があったことを知つていますか?
ヽ
蜘 0年以上にわたり、花火師たちが命をかけてつないできた物語。子どもから大人まで、花文を通して大切な

ことを学べ ■

静 ,
エ

/常 Jウ
`綴

ど'

制作・演出○島野玲、

Hニポ N AIB I`虚
.・

1'卜 UM R碑 企画・製作・著作③株式会社日本僑丸玉屋

生鵞よダ
●イ・

ⅢⅢI.

..I犠 恭


